
「自家用有償旅客運送(公共ライドシェア)の動向と、トヨタの取り組み」
トヨタ自動車 CV統括部 モビリティ活用事業G 川口靖



<本日のコンテンツ>

１．自家用有償旅客運送 ＆ライドシェアの理解

２．トヨタの取り組み 「地域の足」ちあバス

３．ノアウェルジョインの開発秘話



１．自家用有償旅客運送
＆

ライドシェアの理解



引用：国土交通省資料

道路運送法
78条

地域公共交通活性化再生法
（地域交通法）

自家用有償旅客運送の理解

・道路運送法と地域公共交通活性化再生法を根拠としています



道路運送法78条

引用：国交省
九州運輸局資料

日本での
ライドシェア



ライドシェアの理解

海外でのライドシェア 日本でのライドシェア

・タクシー不足のためのサービスではない

・移動難民のために生まれたサービスでもない

・ 劣悪なタクシーの進化として

（ぼったくられた、遠回りされた・・）

・ DX企業のビジネスモデルとして

（P/Fer、マッチングアプリ、・・）

市場性のみ＝「利益」

[元々の議論]

地域交通における「担い手」「移動の足」

不足への対応手段

[現時点での動向]

自家用有償旅客運送の仕組みを使って２本立て

78条2号：公共ライドシェア

78条3号：日本版ライドシェア

ステークホルダー多く、制度設計進行中！

公共交通＝「利益」＋提供義務



今時点で
何が決まったか



自家用有償旅客運送
道路運送法78条2号

（通称：公共ライドシェア）
の動向



引用：国交省H.P.

公共ライドシェア

バス事業やタクシー事業によって輸送手

段を確保することが困難な場合、市町村や

NPO法人などが、自家用車を活用して提供

する有償の旅客運送を公共ライドシェアを

呼んでいます。

省令において「交通空白地有償運送」と

「福祉有償運送」の２つを規定しています。



従来の自家用有償旅客と公共ライドシェアの制度の比較

※１ 地域公共交通会議等の協議結果次第でこの値を超える運送の対価を設定することも可能。

公共ライドシェア 従来の自家用有償旅客運送

運賃（運送の対価）

実費の範囲内。営利目的は×。
－タクシー運賃の８割を目安※1

－ダイナミックプライシングも可能に

実費の範囲内。営利目的は×。
－タクシー運賃の1/2を目安※1

対象地域
過疎地域や交通が著しく不便な地域等の
交通空白地域
＋時間帯空白を明確化

過疎地域や交通が著しく不便な地域等の
交通空白地域

地域の合意形成

地域公共交通会議で２か月程度協議してもなお

結論に至らない場合には、協議内容を踏まえ

首長の責任により判断できることが明確化

地域公共交通会議で協議が調うことが必要

運送区域
発地又は着地のいずれかが運送区域内にあれば

よいことを明確化
運送区域内（左記の内容はグレーだった）

自家用有償旅客運送制度を徹底的に見直し、実施しやすさを向上



引用：国交省
四国運輸局資料



引用：国交省
四国運輸局資料



引用：国交省
四国運輸局資料



自家用車活用事業
道路運送法78条3号

（通称：日本版ライドシェア）
の動向



引用：国交省H.P.

日本版ライドシェア

地域交通の「担い手」「移動の足」不足

解消のため、令和6年3月、タクシー事業者

の管理の下で、自家用車・一般ドライバー

を活用した輸送サービスの提供を可能とす

る日本版ライドシェアを創設しました。

タクシー配車アプリデータ等を活用して、

タクシーが不足する地域・時期・時間帯を

特定し、地域の自家用車・一般ドライバー

を活用して不足分を供給します。



日本版ライドシェア
の規制緩和 続々





ここまでのまとめ

①ライドシェアには、海外の様に市場性で決まるものと

国内での公共交通の意味合いが強いものがある

②国内でのライドシェアにも、公共ライドシェアと

日本版ライドシェアの２種類がある

③公共ライドシェアが、従来の交通空白地輸送の延長線

の仕組みであり、これ以降のお話しに続きます



２．トヨタの取り組み

「地域の足」ちあバス



「地域の足」のしくみ：(定時定路線×ドアツードア）

・自家用有償旅客運送法に基づき、交通空白地において、高齢者の移動の足を確保する仕組み
・地域のボランティアドライバーがウェルジョインを活用して運行

出発地
（集落）

有償ボランティア

ウェルジョイン

電話予約
目的地

（まちなか）

利用者

「 地 域 の 足 の」 し く み

時刻表運行（帰り）

通院

買い物

目的地で乗降

予約受付け

時刻表運行（行き）

ドア to ドアで送迎



【経費削減】

・運行経費を削減することで、自治体負担が約半減（秋田県横手市狙半内）

⇒地域交通の維持・存続に貢献

・ボランティアドライバーが運転するため、低コストでの運行が可能
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特長/メリット （１）自治体予算を抑える仕組み

参考②：乗合バス事業の原価構成(平成27年度)

公益社団法人日本バス協会
日本のバス事業と日本バス協会の概要(平成29年11月)

参考①：狙半内における維持経費(TMC試算)

人件費が大半



【利便性向上】

・今までバス停まで歩いて行けなかった方の利用が増加

⇒外出促進に寄与（利用者数が約2倍に増加）

・ウェルジョインを活用することで、自宅前から乗降が可能（ ドア to ドア ）

特長/メリット （２）利用者の利便性の高さ
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参考①：狙半内における利用者数の変化



特長/メリット （３）地域力Upにつながる

① 共助が根付く

② 離れて暮らす家族の安心

＜ドライバーの声＞

・“生活にメリハリ”
⇒日々の早起きと運動不足の解消につながった

・「ありがとう」の“感謝の言葉”
⇒「生きがい」や「やりがい」につながった

＜利用者の家族の声＞

・地元ならではの移動支援サービスへの“安心感”
⇒家庭状況を理解しているので任せられる

・“異常への気づき”
⇒予約状況や集落巡回の様子から確認できる

③ 健康寿命の延伸 ＜利用者の声＞

・“お出かけするうれしさ”
⇒友だちやドライバーとの会話ができるので、毎日の外出が楽しみ

・“住み続けられる町”
⇒日常生活に困らない（通院や買い物）ので、安心して暮らせる

 



「地域の足」のスキーム

・過疎地/中山間地の公共交通は、自治体の支えが不可欠
・ちあバスは、一路線あたり200～250万円/年

運輸支局
市町村

(運営主体)

地域の運行組織

運行管理
ボラドラ
予約受付

地域の利用者
(主に高齢者)

ﾄﾖﾀ､販売店

提案・ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ登録

認可

運行の委託
車両の貸与
管理・監督 業務の報告

料金の収納

運行サービス

運賃

地域公共交通会議の枠組み

行政ｻｰﾋﾞｽ (運賃) （標準的な）自治体負担額

運行費用 収入

車両の原価償却 70万 運賃 100万

ボラドラ 130万

燃料代 60万

事務費 24万

他(保険、税金、ﾒﾝﾃ) 36万

計 320万 計 100万

200～250万円の負担

車両販売､ﾒﾝﾃﾅﾝｽ



事例：三種町のニュース動画



３．ノアウェルジョインの開発



自己紹介



カローラ ノア ハイエース

寸法

定員 ▲(5人) 〇(7～8人) ◎(10人)

バック
し易さ 〇 〇 ▲

乗降性 〇 ◎ ▲

総合 ▲ 〇 ▲

ノアの理由



①乗客の面倒な乗り降り

②ボランティア運転手
 の中腰作業

＜ノア標準車での課題＞

３列目シートの乗員を降ろすために
雨に濡れながら２列目シートを折りたたむ

ウェルジョイン開発のきっかけ

１）豊岡市での観察

２列目乗客
傘をさして一旦降りる

３列目乗客
すぐに降りれない

雨の日、、、、



２）構造上の工夫

ウェルジョインの開発

現号

旧号

ムダな乗降準備を無くし、高齢者が自力で安全に乗降 → ボランティア運転手の負担軽減



①なぜ手すり先端がくちばし形状？

②なぜ2列目の手すりが口開き？

現号
３）開発秘話

ウェルジョインの開発

旧号

③なぜ手すりが斜めってるの？

①

②

③



最後のまとめ

鹿児島県内では、鹿児島トヨタと

「地域の足」ちあバスの普及に

取り組んでおります。

いつでもお声かけ下さい！



ありがとうございました
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